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民法  出題の意図  

 

問題１  

 民法における基本的な事項についての基本的知識を問う問題である。最低限、民法１２

５条に沿った説明を求めるが、法定追認について「取消権を有することを知っている必要

があるか」について言及することが望ましい。  

  

問題２  

請求の根拠が詐害行為取消請求であることを前提に、転得者に対する返還請求が困難な

場合の処理について問う問題である。従来は判例（たとえば、大判大正１０年６月１８日

民録２７輯１１６８頁）として処理されてきたことについて民法（債権関係）改正により

関連する立法がなされたので、債権者取消請求についての基本的な説明（民法４２４条）

に加え関連する条文（民法４２４条の５、４２４条の６、４２４条の９）への言及が求め

られる。  


